













2006年のPapadopoulosの予言「The World Needs Only Five Computers.」は世界に驚きを与えた。
これは分散化されたクラウドコンピュータで世界のコンピュータが系列化されると警告したものだが、
2011年現在、クラウドコンピュータは企業間のみでなく、我々の実生活にも深く入り込みつつある。 




























Android も巻き返しに必死で、クラウド上の支配権争いはますます激しくなる。Google と Apple と
Microsoft は今後いろいろな分野で覇権争いが起こり、先が見えない状況である。一時パソコン市場で
Microsoft で遅れを取った Apple であるが、昨今の活動は、売上面からも Microsoft を凌駕し、ソフト
面では巨人 Google と競い合っている。数年先に全く別の会社がトップに躍り出る可能性も充分ある戦
国時代と言えるかもしれない。大学で使う情報システムや講義や演習で使うソフトも、これまでの定番
マイクロソフト オフィスとノートパソコンだけでよいという環境でもなくなりつつあるのかもしれな
い。スマートフォンや iPADやAndroidタブレットPCなど多様なモバイルデバイスと共にクラウドを
うまく取り込む環境が整いつつあるのが現状で、ハードもソフトもその勢力分野がどうなるか予測がつ
きにくいのである。大学の情報教育もソーシャルメディアを取り込んだ多様な独自な展開が期待される。 
